
新
田
岩
松
氏
と
金
井
阪
三
十
六
騎

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
七
月
、
森
山
村
（
現
国
見
町
）

の
佐
久
間
成し

げ

章あ
き

は
、
上
野
国
下
田
島
村
（
現
群
馬
県
太
田
市
）

の
旗
本
岩
松
義よ

し

寄よ
り

の
屋
敷
で
証
状
を
拝
領
し
、
岩
松
家
旧
臣

の
金
井
阪
三
十
六
騎
後
裔
と
認
め
ら
れ
た
。
金
井
阪
三
十
六

騎
は
、
下
剋
上
の
中
で
岩
松
家
の
た
め
戦
い
陸
奥
国
に
逃
れ

た
と
さ
れ
る
家
臣
で
あ
る
。
証
状
拝
領
に
よ
り
、
佐
久
間
家

は
足
守
藩
御
用
達
拝
命
と
苗
字
帯
刀
の
獲
得
に
至
り
、
証
状

を
家
宝
と
し
た
。
現
在
は
、
代
替
わ
り
に
発
給
さ
れ
た
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
二
月
付
岩
松
徳よ

し

純ず
み

証
状
・
同
十
年
七
月

付
岩
松
道
純
証
状
が
伝
わ
り
、
上
図
は
後
者
の
佐
久
間
純
重

が
拝
領
し
た
「
証
状
」（
佐
久
間
成
章
家
文
書
六
八
）
で
あ
る
。

　

新
田
氏
の
血
を
継
ぐ
岩
松
氏
の
も
と
に
は
、
貴
種
の
血
筋

と
の
繋
が
り
を
求
め
る
者
ら
が
訪
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
佐

久
間
家
の
よ
う
な
旧
臣
の
系
譜
を
引
く
「
由
緒
の
者
」
や
、「
出

入
り
の
者
」
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
岩
松
家
と
結
び
つ
き

社
会
的
優
位
性
を
得
た
。
そ
の
中
に
は
南
奥
州
の
者
も
多
く

含
ま
れ
、
奥
会
津
の
石
工
・
屋
根
屋
な
ど
の
職
人
も
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
信
夫
・
伊
達
両
郡
の
名
家
で
あ
る
。

そ
し
て
、
両
郡
で
の
展
開
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
佐
久
間

家
・
桑
折
村
稲
村
家
・
泉
田
村
（
現
国
見
町
）
黒
田
家
で
あ
る
。

寛
政
期
、
稲
村
玄げ

ん

碩せ
き

と
黒
田
太
郎
右
衛
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
岩

松
家
同
血
の
金
井
阪
三
十
六
騎
大
将
と
、
岩
松
家
分
脈
里
見

姓
に
認
め
ら
れ
由
緒
の
者
と
な
る
と
、
三
家
が
取
次
役
と
な

り
由
緒
の
者
ら
を
増
や
し
た
。
幕
末
期
に
は
、
北
半
田
村
（
現

桑
折
町
）
吾
妻
家
・
桑
折
村
山
木
家
・
山
戸
田
村
（
現
伊
達
市
）

八
嶋
家
・
小
嶋
村
（
現
川
俣
町
）
高
梨
家
・
福
島
町
日
下
家

な
ど
が
金
井
阪
三
十
六
騎
の
由
緒
の
者
と
な
り
、
出
入
り
の

者
と
合
わ
せ
約
四
十
家
が
岩
松
家
と
結
び
つ
き
、
浄
土
宗
名

越
派
無
能
寺
が
彼
ら
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
梁
川
町
（
現
伊

達
市
）
の
名
家
堀
江
家
も
、
岩
松
家
の
家
老
か
ら
聟
を
貰
っ

て
同
家
に
接
近
し
て
お
り
、
信
達
両
郡
の
名
家
が
新
田
岩
松

氏
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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福
島
県
内
で
国
や
県
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
の
う
ち
、
江
戸

時
代
の
差
図
が
残
っ
て
い
る
事
例
は
幾
つ

か
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
で
も

古
く
著
名
な
建
造
物
と
し
て
、
そ
の
時
々

の
公
権
力
か
ら
も
庇
護
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
村
の
御
堂
の
よ
う
な
建

物
の
場
合
、
差
図
が
伝
来
し
て
い
る
事
例

は
そ
う
多
く
は
な
い
。
ま
し
て
江
戸
時
代

前
期
の
も
の
と
な
る
と
、
大
変
稀
少
な
も

の
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

左
図
は
、
大
沼
郡
大
谷
村
（
三
島
町
大

谷
字
堂
免
）
に
あ
る
薬
師
堂
の
差
図
で
、

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
三
月
一
日
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
薬
師
堂
は

古
来
よ
り
あ
っ
た
が
、
大
き
く
破
損
し
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
大
雪
の
た
め

に
押
し
潰
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
安
置
さ
れ

て
い
た
薬
師
如
来
像
は
大
谷
村
の
曹
洞
宗

大
谿
山
圓
福
寺
へ
一
時
的
に
移
し
置
か
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
元
禄
七
年
春

に
御
堂
を
元
々
の
場
所
へ
以
前
の
よ
う
に

再
建
し
よ
う
と
大
谷
村
郷
頭
・
肝
煎
・
百

姓
代
・
地
首
な
ど
が
連
名
で
田
島
代
官
所

へ
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
薬
師
堂
は
三
間
四
面
よ
り
な
る
宝ほ

う

形
ぎ
ょ
う

造
づ
く
り

の
御
堂
で
、
内
陣
の
位
置
か
ら
東
向

き
に
建
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

差
図
は
、
上
か
ら
見
た
平
面
図
と
東
（
正

面
）
か
ら
見
た
屋
根
部
分
が
組
み
合
わ
せ

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
建
物
に
用
い
ら
れ

る
部
材
は
松
木
八
十
一
本
で
、
そ
の
不
足

は
雑
木
で
代
用
し
、
こ
れ
ら
は
田
島
代
官

所
の
許
可
を
得
て
、
浅あ

さ

岐ま
た

村
（
三
島
町
浅

岐
）
内
の
山
之
内
箱
沢
よ
り
調
達
す
る
予

定
で
あ
っ
た
。
浅
岐
村
は
、
大
谷
川
の
上

流
に
位
置
し
、
大
谷
村
の
南
に
隣
接
し
て

い
た
村
で
あ
る
。

　

柱
は
十
六
本
で
、
長
さ
は
一
丈
三
尺
、

末
口
は
三
尺
丸
で
あ
っ
た
。
三
間
の
縁
桁

は
三
本
で
、
三
尺
の
縁
は
北
・
東
・
南
に

廻
ら
さ
れ
、
西
側
に
は
な
い
。

　

御
堂
の
内
陣
に
は
木
造
薬
師
如
来
像
が

東
を
向
い
て
安
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
御
像
は
廃
寺
に
な
っ
た
大
同
山
源
道

寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
薬

師
堂
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
圓
福
寺
の

支
配
下
に
あ
っ
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

江
戸
幕
府
は
、
関
所
で
「
入
鉄
炮
に
出

女
」
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
諸
国
の

番
所
で
も
女
性
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
、

会
津
藩
の
口
留
番
所
で
は
、
特
に
領
外
へ

出
る
女
性
を
厳
重
に
改
め
た
。
取
り
締
ま

り
は
女
性
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
あ
っ

た
が
、
女
性
は
進
ん
で
湯
治
・
参
詣
の
旅

に
出
掛
け
て
い
た
。

　

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
七
月
二
十

日
、
会
津
郡
界

さ
か
い

村
（
現
南
会
津
町
）
勘
左

衛
門
ら
が
、
妻
ら
の
湯
治
の
旅
に
要
す

る
女
通
手
形
（
通
行
許
可
証
）
の
発
行

を
願
い
出
た
。
「
御
番
所
女
通
御
手
形
奉

願
候
事
」
（
斎
藤
兵
平
家
文
書
四
四
三
）

に
は
、
湯
治
を
望
ん
だ
の
は
同
じ
五
人

組
の
家
長
の
妻
ら
四
名
で
、
年
齢
は

三
十
九
・
四
十
四
・
五
十
二
・
六
十
七
歳
と

あ
る
。
勘
左
衛
門
同
行
で
塩
原
温
泉
（
現

栃
木
県
那
須
塩
原
市
）
を
目
指
し
、
翌

二
十
一
日
発
・
二
十
八
日
着
の
八
日
間
の

行
程
で
あ
る
。
途
中
で
横
川
口
留
番
所
（
現

栃
木
県
日
光
市
）
を
通
る
た
め
、
手
形
が

必
須
で
あ
っ
た
。
本
書
は
控
だ
が
、
和
泉

田
組
郷
頭
の
奥
書
き
も
あ
り
、
手
形
発
行

と
湯
治
の
旅
は
許
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

次
に
、
彼
女
ら
の
湯
治
の
あ
り
方
を

考
え
た
い
。
当
地
方
の
生
活
を
記
し
た

「
風
俗
帳
」
（
馬
場
新
家
文
書
（
そ
の
二
）

四
四
三
）
に
、
八
月
中
に
早わ

稲せ

を
刈
り
取

り
、
八
月
末
・
九
月
上
旬
に
中な

か

稲て

を
刈
り

取
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
ら
が
農
繁

期
前
に
湯
治
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し

て
、
時
期
・
道
程
・
年
齢
層
を
鑑
み
る

と
、
実
際
の
湯
治
日
数
は
三
泊
以
下
で
あ

ろ
う
。
治
療
目
的
に
七
日
単
位
の
入
湯
が

好
ま
れ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
彼
女
ら
の

湯
治
の
期
間
は
短
い
。
ま
た
、
参
加
者
が

五
人
組
の
家
長
の
妻
の
み
で
あ
る
点
か
ら

は
、
彼
女
ら
が
病
気
・
怪
我
に
苦
悩
し
、

温
泉
に
治
療
を
希
求
し
た
姿
を
見
出
せ
な

い
。
む
し
ろ
彼
女
ら
の
湯
治
は
、
気
心
の

知
れ
た
間
で
の
気
楽
な
湯
治
で
あ
り
、
総

合
的
に
み
る
と
骨
休
め
の
湯
治
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
元
禄
七
年
六
月
晦
日
付
「
御

番
所
女
通
り
御
手
形
奉
願
候
事
」
（
斎
藤

兵
平
家
文
書
四
四
二
）
に
よ
れ
ば
、
以
前

に
も
同
文
面
の
願
書
が
界
村
か
ら
出
さ

れ
、
別
の
女
性
ら
が
同
時
期
・
同
温
泉
地
・

同
行
程
で
湯
治
し
て
い
る
。
併
せ
て
み
る

と
、
し
ば
し
ば
保
養
の
た
め
に
塩
原
温
泉

へ
湯
治
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

近
世
の
湯
治
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
こ

う
し
た
女
性
の
湯
治
や
農
閑
期
の
保
養
目

的
の
湯
治
の
事
例
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

大
沼
郡
大
谷
村

　
　

薬
師
堂
差
図
に
つ
い
て
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近
世
の
女
性
と
湯
治
の
旅



　

江
戸
時
代
の
村
々
で
は
、
名
主
（
庄
屋
・

肝
煎
と
も
）
が
最
高
責
任
者
と
し
て
、
村

の
行
政
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
そ
の
選

び
方
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
同
じ

家
が
代
々
世
襲
す
る
場
合
や
、
複
数
の
家

が
一
年
あ
る
い
は
数
年
ご
と
に
交
代
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ

の
村
の
有
力
な
農
民
が
つ
と
め
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。

　

名
主
の
仕
事
は
領
主
か
ら
の
命
令
の
周

知
徹
底
や
年
貢
の
徴
収
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
の
過
程
で
は
、
多
く
の
文
書
が
作

成
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
今
日
で
言
う
と
こ

ろ
の
行
政
文
書
に
あ
た
る
が
、
当
時
は
村

役
場
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
名
主
の
自

宅
で
業
務
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
同
一
の

家
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
名
主
を
務
め
た

場
合
は
、
そ
の
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
の

な
か
に
村
政
に
関
す
る
文
書
が
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
複
数
の
家
が
交
代
で
名
主
を
つ

と
め
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
村
政
に

関
す
る
文
書
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
た

め
、
た
と
え
ば
伊
達
郡
森
山
村
（
現
在
の

国
見
町
森
山
地
区
）
で
は
、
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
の
名
主
交
代
時
に
、
引
継

文
書
の
一
覧
（
「
役
元
帳
面
諸
色
引
渡
シ

帳
」
、
森
山
区
有
文
書
四
〇
八
）
が
作
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
引
き
継
が
れ

た
文
書
は
村
の
共
有
物
（
の
ち
の
区
有
文

書
）
と
な
り
、
名
主
家
の
文
書
と
は
区
別

し
て
管
理
が
な
さ
れ
た
。

　

森
山
村
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
検
地
帳
や

年
貢
割
付
状
な
ど
の
土
地
・
年
貢
関
係
、

人
別
改
帳
や
五
人
組
帳
な
ど
の
戸
籍
関

係
、
御
用
留
帳
、
絵
図
ほ
か
村
の
支
配
に

関
す
る
文
書
が
中
心
で
あ
る
。
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
年
貢
の
計
算
に
必
要
と
な

る
枡
や
算
盤
、
文
書
を
保
管
す
る
た
め
の

箪
笥
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
引
継
文
書
は
時
代

と
と
も
に
増
加
し
、
現
在
の
森
山
区
有
文

書
と
な
る
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
右
の
一

覧
に
記
さ
れ
て
い
な
い
種
類
の
史
料
も
多

数
存
在
し
て
い
る
。
他
方
で
、
村
人
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
村
議
定
類
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
が
森
山
村
で
ど
の
よ
う
な
管
理
を
な
さ

れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
村
の
運
営

を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
引
き
続
き
考
え
て

い
き
た
い
。�

（
山
田 

英
明
）

　

前
号
で
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の

西
南
戦
争
に
出
征
し
た
、
別
働
第
三
旅
団

に
所
属
す
る
巡
査
の
記
録
を
紹
介
し
た

が
、
今
回
は
豊
後
口
（
後
続
）
警
視
隊
の

記
録
を
紹
介
し
た
い
。

　

西
南
戦
争
の
主
戦
場
と
な
っ
た
熊
本
付

近
の
戦
い
以
外
に
、
大
分
か
ら
阿
蘇
方
面

で
も
戦
闘
が
没
発
し
て
い
る
。
阿
蘇
方
面

で
は
、
こ
の
時
期
薩
軍
と
の
戦
闘
以
外
に

農
民
一
揆
の
鎮
圧
に
あ
た
る
部
隊
が
必
要

と
な
り
、
最
初
の
部
隊
は
、
二
月
二
十
三

日
北
九
州
に
上
陸
し
、
陸
路
大
分
に
入

り
、
阿
蘇
地
方
の
一
揆
の
鎮
圧
と
熊
本
方

面
か
ら
勢
力
を
伸
ば
す
薩
軍
と
の
戦
闘

に
あ
た
っ
た
。
旧
会
津
藩
家
老
の
佐
川
官

兵
衛
は
、
こ
の
部
隊
の
一
番
小
隊
長
と
し

て
従
軍
し
て
い
た
が
、
三
月
十
四
日
の
黒

川
口
で
の
激
戦
で
戦
死
し
て
い
る
。
部
隊

は
、
こ
の
後
熊
本
で
別
働
第
三
旅
団
の
第

五
大
隊
と
し
て
、
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
五
月
十
二
日
に
手
薄
に
な
っ

た
大
分
県
地
方
に
薩
軍
が
侵
入
し
、
竹
田

市
が
占
領
さ
れ
る
に
至
り
、
豊
後
口
後
続

警
視
隊
が
大
分
市
の
東
方
に
上
陸
し
、
陸

軍
と
と
も
に
薩
軍
と
戦
闘
し
て
い
る
。

　

こ
の
部
隊
に
は
、
福
島
県
ゆ
か
り
の
旧

会
津
藩
士
も
、
参
加
し
て
い
る
。
以
下
で
、

一
番
小
隊
長
の
一
等
警
部
補
日
野
重
晴

（
旧
名
松
坂
鯛
二
）
の
記
録
を
紹
介
す
る
。

「
（
前
略
）
七
月
十
三
日
丸
市
尾
峠
ノ
賊
塁

ヲ
進
撃
之
ヲ
採
ル
、
同
十
四
日
我
カ
半
隊

ト
陸
軍
ノ
兵
二
小
隊
ト
合
シ
、
ス
タ
ヲ
山

ニ
登
レ
ハ
町
ヨ
リ
弐
丁
来
リ
隔
山
ノ
中
腹

ニ
四
名
ノ
哨
兵
ア
リ
、
味
方
ト
誤
認
シ
自

身
至
リ
相
対
シ
見
レ
ハ
賊
ナ
リ
、
賊
モ
味

方
ト
思
シ
ヤ
帽
ヲ
脱
シ
テ
礼
ヲ
為
セ
リ
、

互
ニ
言
語
ヲ
交
ヘ
訴
テ
分
レ
本
隊
ニ
戻

リ
、
狙
撃
セ
シ
ム
レ
ハ
山
下
ニ
逃
ル
ル
ヤ

否
ヤ
山
下
ヨ
リ
百
名
余
リ
襲
来
セ
リ
、
防

戦
セ
シ
同
口
一
時
山
下
ニ
引
揚
ケ
新
ニ
残

半
隊
ヲ
以
テ
進
撃
、
乗
取
リ
テ
之
ヲ
守
ル

（
後
略
）
」

　

七
月
十
四
日
の
大
分
・
宮
崎
県
境
付
近

の
戦
闘
で
、
敵
兵
を
誤
認
し
帽
子
を
脱
い

で
互
い
に
挨
拶
し
言
葉
を
交
わ
し
た
様
子

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
戦
場
の
一
端
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。�

（
藤
谷 

誠
）
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名
主
の
交
代
と
文
書
の
引
継

西
南
戦
争
『
戦
闘
履
歴
』

　
　

豊
後
口
警
視
隊
の
戦
い

『戦闘履歴』（明治・大正期の福島県庁文書 1811）
（右丁：日野重晴の戦闘記録）



　

今
年
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

六
月
二
十
日
に
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
委

員
部
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
一
三
〇
周
年
を

迎
え
る
。
委
員
長
は
福
島
県
知
事
の
山
田

信
道
が
委
嘱
さ
れ
、
事
務
所
は
福
島
県
庁

内
に
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
委
員
長
が
府

県
知
事
、
委
員
副
長
が
府
県
書
記
官
と
い

う
原
則
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

福
島
県
委
員
部
が
設
置
さ
れ
る
以
前
の

日
本
赤
十
字
社
本
社
と
福
島
県
と
の
交
渉

過
程
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が

明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
に
編
綴

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
赤
十
字
社
書
類

綴
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
二
十

年
六
月
十
七
日
か
ら
同
二
十
一
年
九
月

十
二
日
ま
で
の
起
案
・
手
紙
・
日
本
赤
十

字
社
の
刊
行
物
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

図
版
は
、
明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
四

日
に
日
本
赤
十
字
社
社
長
佐
野
常つ

ね

民た
み

か
ら

福
島
県
知
事
折
田
平へ

い

内な
い

宛
に
出
さ
れ
た
手

紙
で
あ
る
。
佐
賀
藩
出
身
の
佐
野
は
、
西

南
戦
争
最
中
の
明
治
十
年
五
月
に
博
愛
社

を
創
立
し
、
同
二
十
年
五
月
に
こ
れ
を
日

本
赤
十
字
社
と
改
称
し
、
初
代
の
日
本
赤

十
字
社
社
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
薩
摩

藩
出
身
の
折
田
は
、
明
治
十
九
年
七
月

十
九
日
か
ら
同
二
十
一
年
十
月
四
日
ま
で

福
島
県
知
事
の
職
に
あ
っ
た
。

　

手
紙
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

佐
野
が
折
田
に
対
し
て
、
二
月
十
日
に
日

本
赤
十
字
社
本
社
へ
招
請
し
た
が
、
都
合

に
よ
り
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
た
。

別
に
添
付
し
た
日
本
赤
十
字
社
総
裁
小
松

宮
彰
仁
親
王
殿
下
の
御
演
説
書
や
そ
の
他

の
書
類
を
ご
参
考
の
た
め
に
送
付
す
る
の

で
御
一
覧
い
た
だ
き
、
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
対
し
て
さ
ら
な
る
御
協
賛
を
願
い

た
い
。
ま
た
、
殿
下
の
趣
旨
が
貫
徹
さ
れ

ま
す
よ
う
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

同
年
七
月
十
五
日
に
磐
梯
山
が
爆
発
し

て
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
、
災
害
救
護
の

た
め
日
本
赤
十
字
社
か
ら
医
療
救
護
班
三

名
が
迅
速
に
現
地
入
り
し
た
。
こ
れ
が
日

本
赤
十
字
社
に
よ
る
最
初
の
平
時
救
護
で

あ
っ
た
。
翌
年
六
月
二
十
日
に
は
日
本
赤

十
字
社
福
島
県
委
員
部
が
設
置
さ
れ
、
同

二
十
七
年
一
月
二
日
に
同
社
福
島
支
部
と

改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

館
内
の
展
示
関
係
で
は
、
収
蔵
資
料
展

を
三
回
開
催
し
ま
し
た
。
四
月
二
十
一
日

か
ら
八
月
十
九
日
ま
で
、
戊
辰
一
五
〇
年

「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
」
と
題
し
て
、

当
館
収
蔵
資
料
か
ら
地
域
社
会
の
人
々
が

戊
辰
戦
争
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
を
紹
介
し

ま
し
た
。
九
月
八
日
か
ら
十
二
月
二
十
四

日
ま
で
、
只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の

古
文
書
」
と
題
し
て
、
三
島
町
・
金
山

町
・
昭
和
村
に
関
す
る
収
蔵
古
文
書
か
ら

山
村
の
生
活
実
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。
一

月
十
九
日
か
ら
は
、
新
公
開
史
料
展
を
開

催
中
で
、
『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資

料
目
録
』
第
四
十
九
集
に
採
録
し
た
「
森

山
区
有
文
書
」
、
「
佐
久
間
成
章
家
文
書
」

と
「
國
分
泰
雄
家
資
料
」
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
（
三
月
二
十
四
日
ま
で
）

　

館
外
の
展
示
関
係
で
は
、
只
見
町
河

井
継
之
助
記
念
館
と
会
津
只
見
考
古
館

で
「
奥
会
津
の
古
文
書
」
展
を
八
月
三
十

日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
、
福
島
県
立
図

書
館
で
「
村
人
た
ち
の
戊
辰
戦
争
」
展
を

十
一
月
二
日
か
ら
十
二
月
五
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
七
月
十
四
日
、
二
十
一

日
、
二
十
八
日
、
八
月
四
日
の
四
回
実
施

し
、
テ
キ
ス
ト
に
は
戊
辰
戦
争
に
関
係
す

る
史
料
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

地
域
史
研
究
講
習
会
は
、
六
月
三
十
日

に
開
催
し
、
当
館
の
学
芸
員
の
他
、
東
京

大
学
の
箱
石
大
先
生
と
東
北
大
学
の
栗
原

伸
一
郎
先
生
を
お
招
き
し
、
戊
辰
戦
争
に

関
連
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ル
ム
上
映
会
は
、
六
月
十
六
日
、

八
月
二
十
五
日
、
十
月
二
十
七
日
の
三
回

開
催
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
春

よ
こ
い
」
な
ど
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
福
島
市
（
三
回
）
、
い

わ
き
市
、
大
玉
村
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会

に
当
館
学
芸
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

計
五
回
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
の
整
理
も
継
続
し
て
実
施

し
、
本
年
度
は
西
白
河
郡
の
史
料
を
中
心

に
採
録
し
、
三
月
末
に
収
蔵
資
料
目
録
第

五
十
集
を
刊
行
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
、
博
物
館
実
習
生
と
し
て
、
八

月
・
九
月
に
計
九
名
を
受
け
入
れ
、
六
日

間
に
亘
っ
て
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
常
の
収
蔵
資
料
の
閲
覧
業
務

で
は
、
一
月
末
現
在
で
、
約
二
四
〇
〇
点

の
資
料
に
つ
い
て
、
約
七
百
件
の
閲
覧
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。
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